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日時：平成３０年１０月２９日（月）１９:００～ 

場所：高齢者総合サポートセンター ４階 会議室１・２ 

 

 

 

 

 

 

 

千代田区 在宅支援課・障害者福祉課 

 



 

   １ 

■開催日時・出席者等 

日時 平成３０年１０月２９日(月) １９：００～ 

場所 高齢者総合サポートセンター ４階 会議室１・２ 

出席者 

委員 

岸会長、髙橋（智）委員、鈴木委員、四宮委員、八杖委員、村野委

員、福島委員、西山委員、綿引委員、小田島委員、星野委員、末廣委

員、西谷委員、髙橋（道）委員、藤井委員、藤枝委員、服藤委員、竹

内委員、川島委員、渡部委員 

事務局 

小玉在宅支援課長、高山相談係長、奈喜良相談係、宮本相談係 

湯浅障害者福祉課長、平澤相談支援係長、松田相談支援係、 

平林介護事業指定係長 

欠席者 朝日副会長、高梨委員、歌川委員 

 

■議事録 

〈開会〉 

○小玉課長   皆様、本日はご多用のところお集まりいただきまして、誠にありがとう

ございます。本日、当会議の司会を務めます保健福祉部在宅支援課長の小玉

と申します。よろしくお願いいたします。 

        それでは、これより千代田区高齢者・障害者虐待防止推進会議を開催い

たします。本会議は高齢者・障害者の虐待防止、虐待を受けた高齢者・障害

者の保護及び虐待者の支援を適切に行うための施策、また虐待防止に関する

ネットワークの構築を目的として開催するものであります。具体的には千代

田区における高齢者・障害者の虐待防止の取り組みと現状、それと課題を報

告した上で、今後、区がどのように取り組んでいくべきかを委員の皆様にご

意見をいただきながら考えていきたいと考えております。 

        それでは、本日の推進会議の成立について最初にご報告いたします。推

進会議等設置要綱第７条第２項の規定に基づきまして、委員の半数以上の出

席が開催の条件とされております。本推進会議の定数は２３名でございまし

て、現在２３名中１９名の委員の皆様の出席をいただいておりますので、本

日の推進会議は成立することをご報告いたします。 

        なお本日、朝日委員、高梨委員、歌川委員からは前もってご欠席の連絡

をいただいておりますことをご報告いたします。 

        委員の皆様におかれましては、昨年から２０２０年３月３１日までの約

３年間、委員をお願いしております。今年度も引き続きよろしくお願いいた

します。 
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        なお、今年度初めて委員につかれた皆様におかれましては、委嘱状の交

付をさせていただいております。本来であればお一人ずつ委嘱状をお渡しす

るべきところでありますが、時間の都合上、机上配付とさせていただきます

ことをご了承いただきたいと思います。 

        それでは、今回、新規の委員の方もいらっしゃいますので、本日お配り

しております委員名簿順にその場で自己紹介をお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。岸先生からお願いできますでしょうか。 

○岸委員    それでは、名簿の１番ということで、私は東邦大学看護学部の地域看護

学と書いてあるのですが、公衆衛生看護学研究室の岸恵美子と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。私は１６年間保健師を東京都で勤めており

まして、その後、教員になっておりますが、高齢者虐待とか孤立、セルフネ

グレクトを研究しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○髙橋（智）委員 今年度より委員を拝命いただきました髙橋智子と申します。所属は東

京社会福祉士会からの選出ということで、参加させていただいております。

日ごろの業務としましては、東京都福祉保健財団というところに属しており

まして、高齢者の今日の話題ですけれども虐待の各区市町村、地域包括支援

センター等からの相談と研修事業を実施しております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○鈴木委員   鈴木努と申します。私は溜池山王で内科と精神科で開業しておりまして、

今回は千代田区医師会の方からこちらに選出されてまいりました。よろしく

お願いいたします。 

○四宮委員   神田医師会から参りました四宮と申します。しのみやクリックを秋葉原

でやっております。よろしくお願いします。 

○八杖委員   弁護士の八杖と申します。高齢者の権利擁護を専門にしております。こ

ちらにもかなり長くお世話になっておりますが、引き続きどうぞよろしくお

願いいたします。 

○村野委員   丸の内署の生活安全課長の村野と申します。ことしの２月に前任の廣渡

の後任として着任しました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○福島委員   麹町警察署生活安全課長の福島と申します。９月に着任しまして、今回

委員に任命されました。よろしくお願いいたします。 

○綿引委員   民生児童委員の麹町を担当しております綿引です。よろしくお願いしま
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す。 

○小田島委員  同じく民生児童委員の神田地区を担当しております小田島眞理子と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

○星野委員   千代田区障害者共助会の会長をやっております。よろしくお願いいたし

ます。 

○末廣委員   千代田区でケアマネジャーをしておりますすえひろプランニングの末廣

と申します。よろしくお願いします。 

○西谷委員   多機能型高齢者施設のジロール麹町施設長をしております西谷です。よ

ろしくお願いします。 

○髙橋委員   千代田区立障害者福祉センターえみふるの施設長をこの４月から異動で

来ました髙橋と申します。よろしくお願いいたします。 

○藤井委員   ９月３日に竹橋のパレスサイドビル内にオープンいたしました千代田区

障害者よろず相談ＭＯＦＣＡのサービス部のマネジャーをしております藤井

と申します。よろしくお願いいたします。 

○藤枝委員   千代田区障害者就労支援センターの藤枝と申します。障害のある方の就

労支援をさせていただいております。よろしくお願いいたします。 

○服藤委員   千代田区社会福祉協議会ちよだ成年後見センターの服藤と申します。こ

としの４月からセンター長をさせていただいております。よろしくお願いし

ます。 

○竹内委員   高齢者あんしんセンター麹町のセンター長の竹内です。よろしくお願い

します。 

○川島委員   高齢者あんしんセンター神田センター長の川島典子と申します。いつも

お世話になっております。ありがとうございます。 

○渡部委員   千代田区保健所長、地域保健担当部長を兼ねております渡部といいます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○小玉課長   ありがとうございました。なお、事務局職員につきましては、委員名簿

の裏面に記載してございます事務局名簿をもって紹介にかえさせていただき

ます。 

        なお、会長と副会長は前年度に選出をお願いしておりまして、今年度も

引き続き会長は岸委員、副会長は朝日委員にお願いしたいと存じます。 

        なお、今回の会議でございますが、事前にお配りしております次第にあ
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りますとおり、４番の報告と５番の議事に分けて進行してまいりたいと存じ

ます。報告では高齢者と障害者、それぞれの虐待事案の発表の後に、質疑応

答の時間を入れさせていただきます。議事では皆様の活発なご意見を頂戴で

きればと思います。 

        ここまで私が議事進行を務めさせていただきましたが、ここからは岸会

長に議事進行をお願いしたいと思います。岸会長、よろしくお願いいたしま

す。 

○岸会長    会長を拝命いたしました岸です。本日もスムーズな進行を努めたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。では、座って進行させてい

ただきます。 

        では、報告と議事の進め方でございますけれども、まず資料に基づいて

高齢と障害の説明を事務局から受けた後に、皆様からご意見・ご質問等を伺

いたいと思います。 

        まず事務局から資料の確認をお願いいたします。 

○小玉課長   それでは、配付資料につきまして確認させていただきます。まず事前に

配付しております資料でございます。まず次第でございます。ここで皆様に

おわびと訂正をお願いしたいのですが、こちらの次第では、４番の（１）③

要介護施設従事者等による高齢者虐待についてと書いてありますが、漢字が

必要の要ではなくて、養うの養の間違えでございますので、申しわけござい

ませんが修正をお願いいたします。あわせまして資料一覧の「◎事前配付」

と書いてございますが、資料１－(３)要介護施設従事者等による高齢者虐待

についてとございますが、こちらも必要の要ではなくて、養うの養の間違え

でございますので漢字の修正のみお願いいたします。申しわけございません。 

        資料に戻らせていただきますが、続きまして、資料１－(１)平成２９・

３０年度千代田区高齢者虐待防止推進事業実施状況、それと資料１－(２)高

齢者虐待防止推進事業の今後に向けた取り組み、資料１－(３)養介護施設従

事者等による高齢者虐待について、資料２－(１)平成２９・３０年度千代田

区障害者虐待防止推進事業実施状況、資料２－(２)障害者虐待防止推進事業

の今後に向けた取り組み、資料３－(１)平成２９年度見守り隊・見守り学習

会評価、資料３－(２)高齢者虐待事例概要版、参考資料１、千代田区高齢

者・障害者虐待防止推進会議等設置要綱でございます。 
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        続きまして、当日配付資料の確認でございます。平成３０年度千代田区

高齢者・障害者虐待防止推進会議委員名簿、席次表、それから新規の方のみ

になりますが委嘱状、議事追加資料といたしまして、資料３－(３)高齢者虐

待事例詳細版、別紙１、平成３０年度千代田区高齢者虐待防止研修会（案）、

別紙２、高齢者虐待防止講演会のチラシになりますが「自分も家族も笑顔に

なる！介護にも活かせる！『ほめる生き方』」、参考資料２、高齢者虐待ゼ

ロのまちを目指して「ノックの手帳」という冊子、最後に、参考資料３、障

害者虐待防止マニュアル「地域で安心して暮らせるまちをめざして」。 

        以上でございますが、もしお手元にない資料がございましたら事務局が

お持ちいたしますので、お申し出いただけますでしょうか。よろしいでしょ

うか。ありがとうございます。 

        最後に事務局のほうから１点お願いをさせていただきます。皆様の発言

については会議録をつくる関係で録音させていただきまして、後日、区のホ

ームページ上で公開することとなっております。会議録の案ができましたら

皆様に送付してご確認をさせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

        事務局からは以上でございます。それでは、会長、どうぞよろしくお願

いいたします。 

○岸会長    それでは、次第に沿って進行していきます。終了はおおむね午後８時半

ごろを予定しておりますので、よろしくお願いします。なお、発言の際には、

お手数ですが挙手をしていただき、指名を受けてから発言するようにご協力

をお願いしたいと思います。これから次第４の報告に入っていきますが、報

告では実施状況など見てわかるものは、事務局から要点だけを説明していた

だきまして、次第５の議事について委員の皆様の活発なご意見をいただけれ

ばと思っております。 

        それでは、最初に平成２９・３０年度の高齢者虐待防止推進事業実施状

況、高齢者虐待防止推進事業の今後に向けた取り組みについて、事務局から

報告をお願いいたします。 

○小玉課長   それでは、在宅支援課長の小玉より説明させていただきます。恐縮です

が着座にて説明させていただきます。 

        私から資料１－(１)、資料１－(２)に基づきまして説明いたします。ま
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ず資料１－(１)平成２９・３０年度千代田区高齢者虐待防止推進事業実施状

況でございます。まず開いていただいて、通しページでいきますと２ページ

目から５ページ目になります。「１．事業の目的」、「２．根拠法令」でご

ざいますが、「３．事業内容」というところで、相談実績が記載してござい

ます。①高齢者虐待・権利擁護相談件数をごらんいただきますと、平成２８

年度に比べて平成２９年度は合計で相談件数は減っている状況にあります。

ただ最近、私が思うところですが、相談件数が多い少ないというよりは、件

数は減っているのですけれども、解決に時間がかかるケースが非常にふえて

おりまして、そちらの方が問題かと考えております。 

        高齢者総合サポートセンターや相談センター神田、麹町と書いてありま

すが、こちらは２４時間３６５日開設しているところです。２７年度に比べ

ますと、相談窓口が増え、窓口の分散化も図られているということですが、

現状の相談件数ということでございます。 

        ②の虐待認定件数でございますが、これは全て養護者によるものでござ

います。合計の欄を見ていただくと、平成２９年度が２５とありまして、括

弧がそのうちの実数ということでございます。これは実数が１４件認定があ

るというところですが、お隣の５項目の種類で分けると２５件になるという

説明になっています。最近、高齢者本人も虐待する側も孤立しがちでありま

して、地域とのつながりが薄いです。それから虐待する側も身体面や精神面

で問題を抱えているケースがほとんどだと見受けられます。ということで、

我々といたしましては解決に向けて高齢者本人のみならず、養護者の問題も

解決していかなければならないと感じているところでございます。 

        続きまして、おめくりいただきまして左の３ページ目をごらんください。

一番上に「施設従事者等による虐待」と書いてございますが、平成１９年度

の調査以来、施設従事者の虐待に該当する件数はございません。この後、担

当から説明があると思います。 

        (２)千代田区高齢者・障害者虐待防止推進会議ということで、平成２９

年度、平成３０年度に行われています。平成３０年度の１０月２９日実施と

いうのがまさに本日のこの会議でございまして、その下の「＊高齢者虐待ゼ

ロのまちづくりワーキング」というところで、それぞれワーキングが平成２

９年度、平成３０年度に１回行われております。この親会がきょうの千代田
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区高齢者・障害者虐待防止推進会議ということになります。 

        続きまして、４ページ目をご覧ください。(３)普及・啓発活動というこ

とで、千代田区高齢者虐待防止研修会、これも１年ごとに行っております。

平成２９年度はごらんのとおりですが、平成３０年度はまだ予定になってお

り、３月８日に本会会長の岸先生による研修会が行われる予定です。 

        ②千代田区高齢者虐待防止講演会、こちらもそれぞれ１年ごとにやって

おります。平成２９年度は記載のとおり行われておりまして、おめくりいた

だきまして５ページ目でございますが、平成３０年度はこちらもまだ予定で

ございますが、１１月２８日に高齢者総合サポートセンター１階のホールに

おきましてこのような講演会が行われる予定になっております。 

        本日お配りいたしました資料にそれらの研修会、講習会のチラシが、先

ほど資料の説明のときにもお話いたしましたけれども、添付してございます

のでご覧いただきまして、ぜひご参加の検討をいただければと考えておりま

す。 

        続きまして、資料１－(２)でございます。高齢者虐待防止推進事業の今

後に向けた取り組みでございます。高齢者虐待防止推進計画の現状と今後と

いうことで、６ページ目から８ページ目までご覧いただけますでしょうか。 

        まず６ページ目でございます。高齢者虐待防止推進計画の実施の流れで

ございます。本区におきましては、平成２１年から５カ年計画といたしまし

て、「高齢者虐待ゼロのまちづくり」における５つのノックに取り組んでき

ておりまして、現在もその流れを引き継いでございます。本日お配りいたし

ました「ノックの手帳」がその詳細を書いている冊子になります。 

        ５つのノックと言いますのは、ここに記載してございます。分かりやす

い言葉でいえば行動と申すのでしょうか、そういったところで５つの行動を

このような形でやっていきましょうと。この５つのノックに基づいた高齢者

虐待防止推進事業として、以下の５つのことに取り組んでまいりました。 

        直近３年の高齢者虐待の状況でございますが、直近３年で認定件数は平

均１４名ということになっておりまして、種類といたしましては、①身体、

②心理、③経済、介護放棄という順番で多い順と。虐待者につきましては、

どうしても配偶者・子どもというのが今のところ本区では多くなっておりま

す。セルフネグレクトの認定件数も近年増加傾向にございます。 
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        課題と対策案といたしまして、２９年度に取り組んだ課題に対する対応

につきまして、３０年度にこんな実績が上がりましたという、３件ほど説明

をさせていただきたいと思います。 

        まず課題①虐待疑いの通報もしくは高齢者あんしんセンターに相談する

虐待の認識のレベル差がどうしてもあるというところが１つの課題でござい

ました。連絡を躊躇したり勝手な判断をすることで、問題が複雑化してから

把握されることがありました。そこで対応といたしまして、抱え込まない支

援、日ごろから気軽な相談体制が構築できるようにいたしました。 

        裏面の７ページ目をごらんいただけますでしょうか。それから、取り組

みのもう１つでございますが、こちらのノックの手帳でございます。個人個

人によって虐待についての認識がさまざま異なるということで、１つの統一

した理解を持ちましょうということで、ノックの手帳の１５ページ目をごら

んいただきますと、「高齢者自身の気づきリスト」でございますが、これに

該当するものは虐待だということで、仕切りましたところ、問題が大きくな

ってからの虐待通報というのは減少したというのが３０年度の実績でござい

ます。 

        続きまして、資料７ページ目にお戻りいただけますでしょうか。課題②

でございます。支援者の中には、通報もしくは高齢者あんしんセンターに相

談した時点で、支援の主体が行政や高齢者あんしんセンターに移行したよう

に感じている状況が見受けられるという課題がありました。これはケアマネ

ジャーと行政との互いの情報共有を欠いているというところに課題があった

ということです。 

        その対応策といたしまして、通報もしくは相談をしてもケアマネジャー

を中心とした支援は継続的に実施されるものであるとか、支援を開始してか

らが本当に大切になるところで、チームケアが必要であることを確認いたし

まして取り組みましたところ、実績といたしまして、緊急的な対応は措置等

行政主体で行う必要があるのですけれども、基本的にはケアマネジャーを中

心とした変わりのない支援は継続することができたというところでございま

す。 

        最後の課題③です。この後の高齢者虐待事例検討に通じる課題でありま

すが、虐待者・被虐待者の関係性が、高齢者虐待への介入や改善を困難にさ
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せている状況があると。親子であるとか夫婦間で常態化している場合です。

対応策といたしまして、関係機関で緊急度の判断をしながら役割分担をして、

粘り強く柔軟に対応を継続していくというところです。その実績といたしま

して、残念ながら分離などの対応を行う一方で、当事者や家族の皆さんと接

触いたしまして、十分な説明や精神的サポートを行うことで信頼関係を築き、

適切な支援が行えるよう対応したところでございます。 

        この後、最後の方で、高齢者あんしんセンター麹町から事例の説明がご

ざいますので、ぜひご意見を賜りたいなと考えております。 

        今後の目標といたしまして、大きなところで４点挙げてございます。ま

ず１つ目、虐待の早期発見と早期対応に向けた普及啓発実施。研修会や講習

会などを通じて意識を高めるということと、通報の遅れを防ぐ、介護サービ

ス推進会議やケアマネジャー連絡会等を通して、虐待に対する認識・知識と

対応の統一化を図るということ。２つ目、地域の見守りネットワークの強化。

８ページ目に渡っていただいて３つ目、高齢者と介護者への支援の充実とい

うことで、世帯が抱えている問題であるとかニーズを把握して、関係機関と

連携して必要に応じた支援を実施する。４つ目、認知症等への理解・支援と

いうことで、認知症や精神疾患、介護等についての知識の普及を講演会ある

いは研修会の実施を通じて、区民や専門職員の皆さんに対して普及を継続す

るというところ。このようなところで高齢者虐待防止推進事業の今後に向け

た取り組みを２１年度より開始しました５カ年計画をもとに、今後も引き続

き取り組んでまいりたいと考えております。 

        説明は以上でございます。 

○岸会長    ありがとうございます。それでは続けて、養介護施設従事者等による高

齢者虐待について報告していただきまして、その後に皆様からご質問・ご意

見等をいただきたいと思います。 

        それではご説明をお願いいたします。 

○平林係長   高齢介護課介護事業指定係長をしております平林と申します。私のほう

から施設従事者等による高齢者虐待防止に係る説明をさせていただきます。

資料１－(３)をご覧ください。 

        まず去年、２９年度なのですが、９月に区内の全介護サービス事業所、

６０事業所を対象に「高齢者虐待に係る調査」を行いました。そのことは前
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年度のこの会議において報告させていただいたところですが、その後の追跡

調査で、当該６０事業所に対して、高齢者虐待の有無を調査した結果、ここ

に記載のとおり高齢者虐待と認定されたケースはゼロ件であったということ

でまずご報告をさせていただきます。ただし、この調査から見えた課題とし

て、次の(１)、(２)に記載の事業所内で高齢者虐待防止に関する職場研修を

行っていない事業所が６０事業所中８事業所、また身体拘束に関して何かし

らの問題に対応した事業所が６０事業所中４事業所ありました。 

        それに対する改善策ですが、まず高齢者等虐待防止関係課による研修等

の企画・実施ということで、１２月１８日に高齢介護課で、施設従事者等の

虐待防止の関係の研修会を開催いたします。また(１)－２ですが、私の部署

が事業所の実地指導担当部署のため、高齢者虐待防止に係る職場研修等開催

の指導・助言をこれからも充実していきたいと思っております。また(２)－

１ですが、利用者の家族に対する虐待、これは事業所のほうで利用者の家族

に対する虐待に関しまして、ある程度の情報を得ていたということなので、

虐待防止に対する注意喚起を引き続き行っていただけるよう事業所に依頼を

しております。また(２)－２なのですが、介護保険法で地域密着型サービス

において運営推進会議、または連携推進会議を３カ月もしくは半年に１回開

催しなければいけないことが規定されているため、この中での迅速な情報収

集をしたいと思っております。 

        次に、平成３０年度介護保険制度が改正されまして、ここに記載のとお

り、身体拘束に関係する廃止未実施減算の、減算幅が見直しをされました。

算定要件を四角囲みで記載していますが、上から３つ目の「身体拘束等の適

正化のための指針を整備すること」ということで、各事業所は「身体拘束等

の適正化のための指針」をつくらなければいけないとなっており、対象事業

所全てにおいて指針が整備されているということを確認していることを報告

いたします。 

        続いて１０ページ、今後の対応についてですが、介護報酬改定における

改定事項で、グループホームを含む施設サービス費の算定要件に、四角囲み

の中「身体拘束等の適正化のための措置」を明確に位置づけられたことから、

介護サービス事業所の指定・指導の所管部署として、該当事業所内での虐待

防止に向けた対応について、今後も継続的に確認指導を実施してまいります。 
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        ２点目として、有料老人ホーム等につきましては、なかなか施設所在地

の保険者以外が指導や助言が困難なことから、関係区市町村や東京都との連

携を強化して、虐待防止や早期発見に結びつく対策を講じていきたいと思っ

ております。 

        また３点目として、施設以外のサービス、いわゆる訪問介護や訪問看護

等サービス事業者からも迅速に報告を受けつける体制を整備し、関係部署と

適切に情報共有を行っていきたいと思っております。 

        また資料にはありませんが、先日、東京都国民健康保険団体連合会が主

催の施設従事者等による高齢者虐待の実例や防止に関する研修会に参加して

まいりました。その際に、ほかの自治体との情報共有の中で、苦情と虐待が

密接に関係しており、苦情の対応から虐待の対応に移った例がかなり多いと

いうことも確認してまいりました。ただし、ほかの自治体におきましては、

苦情担当部署と虐待対応部署が違うことで、虐待防止対応に苦慮している状

況ということでした。ただし、千代田区は、高齢介護課が苦情担当と虐待防

止対応を担当していることから、ここは迅速に虐待防止を進めていきたいと

思っております。 

        以上です。 

○岸会長    ご報告ありがとうございました。これまで１－(１)から１－(３)までご

報告いただきましたけれども、委員の皆様からご質問・ご意見等がありまし

たらお願いいたします。いかがでしょうか。髙橋委員、お願いします。 

○髙橋（智）委員 資料１－(１)の実績のところで質問させていただければと思います。

課長からのご説明で、窓口が分散化されたことで件数に変動がということは

理解できたのですけれども、特に高齢者あんしんセンター麹町さんのほうが、

２８から２９で非常にふえていて、逆にサポートセンターの神田センターは

かなり少なくなっているところが見えましたので、もしこの推移に関しまし

て何か分析とかがありましたら教えていただけたらと思います。 

○小玉課長   一旦私のほうから説明させていただいて、補足があったら両あんしんセ

ンターのセンター長が来られているので、説明いただければと思います。 

        まず１つは、これは答えになるかわからないのですけれども、相談の種

類を整理させていただいたというのがあります。２８から２９年度にかけて、

ここに記載されます虐待の種類等、２８年度までは一定のルールはなかった
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のですけど、２９年度から一定のルールをつくって整理したところ、そのよ

うな形の件数になっているということです。あと、あんしんセンター麹町の

件数が増えていますね。それと相談センター神田の方がちょっと減っている

というところで、この数字を見ると特徴が確かにおっしゃるとおりだと思う

のですが、このあたりにつきましては、両あんしんセンターのセンター長の

皆様は、どのように分析されていますか。 

○川島委員   高齢者あんしんセンター神田の川島と申します。私もセンター長を平成

２９年４月から就いたのですけれども、平成２８年から２９年について、高

齢者あんしんセンター神田の数字が減っている理由といたしましては、担当

者がかわりまして、区のシステムのチェックの入れ方が前任者と統一されて

いなかった可能性がありましたので、直ちにそれは改善をしております。 

        あと、これは私の考えなのですけれども、高齢者虐待と区といろいろ連

携して認定されると、高齢者虐待のところに区のシステムでチェックを入れ

ていくのですけれども、まだ疑いの場合は家族関係というチェック項目があ

ったりとか、あとは経済的問題というところにチェックをするところがある

のですけれども、神田といたしましては、認定をされてから高齢者虐待のと

ころにチェックをして、まだ疑いである段階ではお金のところは経済のとこ

ろをチェック、家族関係の問題であればそこにチェックという感じで、時期

によってチェックするところが違っていたというのが１つの原因かなと思っ

ております。なるべく早くその辺を統一させねばと思っておりまして、今、

努力しているところです。 

        以上です。 

○岸会長    ありがとうございます。では、麹町の竹内センター長、お願いいたしま

す。 

○竹内委員   麹町の方は年々虐待対応がふえておりまして、見方としましては、麹町

の安心センターと相談センター麹町を足していただければと思うのですけれ

ども、そうしますと２７年度が約２８０、２８年度が３４０、２９年度が４

１０ということで年々ふえております。今年度もまだ集計が出ておりません

が、去年より確実に対応がふえていますので、５００ぐらいいくのではない

かと思っています。その下の虐待認定件数におきましても平成３０年度の合

計が今１５で、内実数は１２となっていますけれども、２９年度の実数が１



 

   １３ 

４で、今年度はもう１２ですから、それだけでも今年度虐待の認定が多いと

いうのは見受けられると思っておりますので、とにかく年々増えているとい

うのは間違いないと思います。 

○岸会長    ご報告ありがとうございます。髙橋委員よろしいでしょうか。ちょっと

疑いの場合のカウントが異なっていたというところがありますので、それを

修正していただいているということで、今後は正しい相談件数が入るという

ことでよろしいでしょうか。その件数は疑いの段階でも入れるということで

よろしいですよね。 

○竹内委員   一応、疑いでも入れるようにはしております。 

○岸会長    よろしいですか、そういうカウントの仕方で。そこがぶれてしまうと。 

        では、そのように各センターでカウントの仕方が異なりますと実態把握

が正しくできませんので、疑いの段階でも相談件数に入れるという解釈でよ

ろしいということでいいでしょうか。 

○小玉課長   考えを統一して、整理させていただきます。 

○岸会長    よろしくお願いいたします。ほかにご質問・ご意見いかがでしょうか。 

        八杖委員、お願いします。 

○八杖委員   済みません、例年出ていて指摘していなかったところなのですけれども、

まず実施状況の数のところを今と同じようにちょっとお伺いしたいと思うの

ですけれども、この虐待の相談件数というものと、いわゆる通報というもの

は、同じ意味で記載されているのでしょうか。それともそこの区分はあまり

明確ではないのかというところを１点お伺いしたいと思います。それで、今

日警察の方もたくさん来ていらっしゃっていて、最近、私が聞いたところで

は、やはり警察からの通報がものすごく増えていると伺っているのですけれ

ども、大体千代田区では警察からの通報の数というのは、ここには載ってい

ないのですが、どれくらいあるものなのかということも、通報者の属性です

かね、わかればもちろん教えていただきたいと思います。今後、通報者の属

性なども含めて数字で記載をしていただいてご説明いただけると、千代田区

というのがどんな感じになっているのかよくわかるような気がして、もう少

しいろいろな数字を挙げていただけるといいなと思います。 

        そして、その数字をもう少し区民の皆さんにフィードバックしていって、

千代田区の虐待対応の状況というのはどんな感じになっているのかというこ
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とをお知らせすることが、やはり普及啓発とか周知にもつながっていくのか

なと思います。いろいろ申し上げましたが、１つ目としましては、繰り返し

ますと通報された方の属性として、例えば平成２９年度警察からは何件ある

のか教えていただければ、と思います。それから２つ目は要望でして、もう

少しさまざまな数字を挙げていただいて開示していただけるとよろしいなと

思いましたので、その点のご検討をお願いしたいと思います。 

○岸会長    八杖委員から複数ご質問いただきましたけれども、まず高齢者虐待権利

擁護相談件数が、通報件数と同じなのかというところを教えていただきまし

て、詳しい相談者の属性がわかりましたら教えていただきたいというご質問

と思いますが、いかがでしょうか。 

○小玉課長   まず相談と通報の区分ということなのですけれども、これが一緒かどう

かというところで、区民の皆さんから直接の相談がここに書いてあると思う

のですが、通報というのはまた別で、その通報をいただいた中で相談に結び

つくという案件はあるかと思うのですけれども、ここはあくまでも相談とい

うところでこの件数を記載したというところです。 

        それと最後の質問で、さまざまな数字を開示してほしいということで、

これは次回以降、事務局の宿題とさせていただければと思います。 

        それと区民へのフィードバックにつきましては、今までこういった件数

をフィードバックしていることはないと認識しておりますので、どういう形

で周知するかというのは、これも検討させていただきたいと思います。 

        あとは警察さんのほうでどれぐらい通報があるのかというのは、どうで

しょうか。 

○八杖委員   警察に聞いても多分わからないと思うので、区役所のほうで把握してい

ることかと思われます。 

○村野委員   現実として千代田区で４署あるものですから、それぞれがどれぐらいし

ているかという統計がちょっとわからないので、受けた方で全部という形で

まとめていただかないとちょっとわからないのかなと。 

○岸会長    そうだと思います。本来は自治体の方で把握することだと思いますので、

この高齢者虐待権利擁護相談件数というのは、区民からの相談に限定してい

るということでよろしいですか。 

○小玉課長   そうですね。 
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○岸会長    あんしんセンターのほうがそうではないということなので、ちょっとご

説明いただいてもよろしいでしょうか。 

○竹内委員   八杖委員の質問で、私のわかる範囲でお答えさせていただきます。 

        この虐待権利擁護相談件数は、通報を含めて全ての件数が入っておりま

す。電話をしたとか、何かデイサービスの職員に聞いたとか、あざがあった

のとか、そんなものも全て含まれての件数となっております。あと、通報で

一番多いのは、やはり末廣委員がいらっしゃるのですけれども、ケアマネジ

ャーからの通報が一番多いと認識しています。あとはデイサービスの職員と

かヘルパーさんからも多いです。私の認識では、次は病院からが多いかなと

思っています。やはり入院されてご家族がたたいているとか、そういった通

報があったと思っています。あと３番目としまして、民生委員さんが委員と

していらっしゃるのですが、民生委員さんを含めた地域住民からの通報とい

うのもございます。あと４番目で警察からの通報があるかなと思っています。

私が今年度警察の方から通報を受けたのは、私が知っている限りでは２件あ

ったかなと思っています。 

        以上です。 

○岸会長    神田も同様ということで、そのカウントの仕方ということですので、い

ま一度確認できてよかったなと思います。そうしますと今、詳細に説明いた

だきましたが、そういった資料がやはりあった方が報告の中では委員の皆様

も理解しやすいですし、課題が見えやすいと思いますので、今回、相談件数

のみですけれども、どこからの相談があったのかというところで、千代田区

の課題を考える上では、非常に大事な情報になりますので、そういったこと

も資料に加えていただければと思います。 

        また、他の虐待のこういった会議では、虐待者の続柄とか被虐待者の続

柄とか、そういった情報もありますし、それから国との比較とか、あるいは

東京都２３区全部との比較とか、比較するような情報を大体つけていただく

ことによって、千代田区の状況がどうなのかなということが、私ども委員も

比較して見てとれますので、これだけありますと経年的にはわかるのですけ

れども、他の自治体とか国との比較ができないというところでは、ちょっと

情報量がもう少しあったほうがよいかなと思いますので、今後、資料を提示

していただくときにご検討いただけるとありがたいなと思います。 
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        他に委員の先生方でご質問・ご意見ございますか。 

○藤枝委員   情報というところで、資料１－(２)のところなのですけれども、被虐待

者認定件数ということで平均１４名とありますが、例えば年度で重複されて

いる方ですとか、繰り返しで起きてしまっている方ですとか、もしそういっ

た件数もあると対応方法も変わってくるかと思いますので、お願いできたら

と思います。 

○岸会長    ご質問ありがとうございます。なかなか即答は難しいところでしょうか

ね。 

○小玉課長   ご意見ありがとうございます。これにつきましては、年度をまたいでい

るケースもあるというところですので、今後整理して、情報を開示させてい

ただければと思います。今、何人ぐらいいるかというのはお答えできないで

すけれども、またいでいるケースもあるということです。 

○岸会長    先ほど１－(１)の資料のときに解決に時間がかかるケースがふえている

というご説明がございましたので、そうすると今、藤枝委員がおっしゃった

ように、年度をまたいでいる事例が多いのではないかなということが委員と

しても推測されたので、次回以降、そういった資料もご提示いただければと

思います。 

        ほかにはいかがでしょうか。 

○藤井委員   障害者よろず相談ＭＯＦＣＡの藤井と申します。１０ページになるので

すけれども、「今後の対応」のところで、③施設以外のサービス事業者から

も迅速に報告を受けつける体制を整備しと書いてあるのですけれども、私が

今、経験している事例の中で、高齢者の方を介護しているご家族の方が、実

は障害があったというケースもあったりして、障害のある方と、かつ介護と

か高齢者というのは被って虐待をされているとか、してしまっているという

ケースもあったりするのですけれども、こういったようなところで、訪問看

護とか訪問介護とか訪問入浴の方が、入浴されている最中とかにあざを見つ

けたりとか、ちょっと血の跡を見つけたりというケースがあるのですけれど

も、区内のサービスだけではなくて、区外のサービスを使っている方という

のもいたりするのですが、そういったところの報告の流れというのは、どう

いうふうに考えていらっしゃいますか。 

○高山相談係長 相談係長の高山と申します。よろしくお願いいたします。今、あったと
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おりやはり最近、介護者が少し精神障害等をお持ちの方、または知的の発達

障害等がある方が、お母様に身体的暴力をしたり、または心理的暴力をした

りということはあります。そういう場合は、すぐ私どもに一報が入ると、障

害者担当の平澤係長等々と連絡し合ったり、保健所と連絡をし合って、すぐ

情報共有をし合いまして、情報集約等カンファレンスを行っております。と

にかくスピーディにやることが一番の対応だと思いますので、また状況によ

っては警察さんとも連絡を取り合って対応しております。 

○岸会長    ご回答は以上ですがよろしいですか。区外の施設からということに対す

るご回答がまだないです。 

○小玉課長   区外の施設についても、実は先ほど言った事業所を集めた協議会を千代

田区でつくっておりまして、今、ご指摘のとおり千代田区の利用者の方で区

外の事業所を利用している方はかなり多いです。現在の介護サービス推進協

議会というのをつくっておりまして、１６０事業所が参加している協議会が

あるのですが、その事業所の中で先ほどお話ししましたとおり、１２月１８

日も含めまして虐待関係の研修をこれから先やっていくということと、関係

につきましては、研修会だけではなくて年間２回、全事業所を対象とした集

団指導があるので、その中でも虐待の関係を強化していきたいなと思ってお

ります。そのような体制づくりをしていきたいと思っております。 

○岸会長    ありがとうございます。では時間もございますので、次に進ませていた

だきます。次に平成２９・３０年度の障害者虐待防止推進事業実施状況、障

害者虐待防止推進事業の今後に向けた取り組みについて、事務局よりご説明

をお願いいたします。 

○湯浅課長   障害者福祉課長の湯浅でございます。失礼ですけれども座ってご説明を

させていただきます。 

        お手元の資料２－(１)をご覧ください。こちらは平成２９・３０年度障

害者虐待防止推進事業実施状況でございますが、こちらにつきましても事前

にお目通しいただいているということでございますので、要旨の説明等をさ

せていただきたいと思います。 

        まず１番「事業の目的」及び２番「根拠法令」につきましては変更ござ

いません。３番の「事業内容」でございますが、平成２９年度に認定した件

数でございますけれども、知的障害者の方が親族から性的虐待を受けたとい
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う案件が１件ございました。また施設従事者の虐待の案件でございますけれ

ども、平成２７年度以降、該当するものはございません。 

        裏面をご覧ください。(２)の会議の開催実績は記載のとおりでございま

す。(３)の普及・啓発活動でございますけれども、平成３０年８月に厚生労

働省の平成２９年度使用者による障害者虐待の状況の結果公表がございまし

た。こちらは通報、届け出件数なども増加しておりまして、虐待が認められ

た事業者数、障害者数も前年度より増加している状況でございました。この

ため平成３０年度につきましては、障害者虐待防止講演会を千代田区障害者

就労支援センター主催の地域交流会の中で実施することといたしまして、使

用者虐待防止をテーマに事業所の人事担当者等を対象として考えているとこ

ろでございます。大変申しわけございませんが、企画を含めて日時などの詳

細はまだ詰め切れておりません。平成３１年２月に開催する予定でございま

す。 

        続きまして、資料２－(２)をご覧ください。障害者虐待防止推進事業の

今後に向けた取り組みでございます。黒い四角上段の「障害者虐待防止事業

の流れ」は記載のとおりでございます。先に資料でお配りさせていただきま

したパンフレットですが、こちらの事業で作成したマニュアルでございます。 

        そして、次の四角のところですけれども、「直近３年の障害者虐待の状

況」でございますが、こちらにつきましては、先ほどもご説明したとおりの

実績となっておりまして、この３年間で５名、使用者虐待１名と養護者虐待

４名の内容でございまして、施設従事者虐待に関する事例はないということ

でございます。 

        続きまして、「課題と対応案」でございます。課題①といたしまして、

通報内容を吟味する必要があるということでございます。主に電話による企

業や障害者施設でのトラブルのご相談で、当事者が虐待で通報しているケー

スで、実際に調査確認いたしましたところ、当事者の思い込みによりまして

虐待とは違う内容のことが少なくはありません。双方の言い分のすり合わせ

や対話のための対応などが長期化する傾向もございます。対応案といたしま

しては、平成２９年度はハローワークとの連携や施設と利用者との話し合い

のほか、アドバイザーの経費を予算計上するという計画でございました。平

成３０年度におきましては、関係機関との情報共有を行いながら対応すると
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ともに、虐待防止アドバイザーとして法律事務所へ委託できる経費を予算化

したところでございます。なお、現時点でこちらの委託を活用した事例はご

ざいません。 

        続いて、裏面をご覧ください。課題②分離のための保護先の確保が難し

いというところでございます。現在、緊急保護を行います区有施設でござい

ますが、障害者福祉センターえみふるのみとなってございます。グループホ

ーム４所は既に満室でございまして、ショートステイ２所も利用者が増加傾

向にございます。緊急時に空きがない場合なども今後、考えられるところで

ございます。このため平成２９年度は対応策といたしまして、区内にグルー

プホームや短期入所の施設の誘致を進めていくことといたしました。平成３

０年の実績でございますけれども、９月に３年通過型の精神障害者のグルー

プホームを民間のマンションを借り上げて４室誘致いたしました。新たな施

設に関しましては、引き続き今後の検討となりますけれども、現時点では緊

急的対応として年度内に可能であれば障害者福祉センターえみふるのショー

トステイの枠をもう少し拡充できないかというところを思案しているところ

でございます。 

        続きまして、課題③初動の遅れについてでございます。件数は多くござ

いませんが、職員は２名体制で対応させていただいております。これまで大

きな遅れはないものの、通報があった場合に速やかに対応できないようなケ

ースなども考えられるところでございます。このため対応策として、計画相

談事業所と連携していくということで、平成３０年９月に障害者よろず相談

ＭＯＦＣＡを開設したところでございます。ＭＯＦＣＡにつきましては、記

載の内容の事業を実施していく予定でございますけれども、将来的には基幹

相談支援センターとして、この内容を実施していく予定でございます。 

        次のページをご覧ください。「今後の目標」といたしまして、障害者よ

ろず相談ＭＯＦＣＡの事業内容などを評価いたしまして、関係機関との体制

を確立し、さらに千代田区就労支援センターの連携と使用者虐待の対応策な

ど、事業所を対象とした講演会などを実施していくところでございます。 

        簡単ではございますが、私からの説明は以上です。 

○岸会長    ありがとうございました。障害者虐待防止の報告・課題について、委員

の皆さんからご質問・ご意見がございましたら、お願いいたします。 
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        八杖委員、お願いします。 

○八杖委員   先ほどの高齢者とも関連するのですが、施設内の虐待について、両方と

も回答がゼロであったというご回答だったのですけれども、このゼロであっ

たというご回答というのは、ないということなのか、それとも拾い上げるこ

とができていないという意味なのか、その点をちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○岸会長    高齢者の方も含めてのご質問ということですので、それぞれお答えいた

だいてもよろしいでしょうか。 

○湯浅課長   障害者の方でございますけれども、虐待として認定された実例はなかっ

たというところでございます。 

○八杖委員   通報自体はたくさんあるのですか。 

○湯浅課長   先ほどの課題でもございましたが、通報もしくは虐待ということを申し

出されたというものは幾つかございます。その結果、実は虐待ではなかった

というものが、相談や申し出の中ではほとんどであったと、それが認められ

なかったというところでございます。先ほどの表で高齢者の方でもございま

したけれども、相談件数ですとか通報実績がどういった方からあったのかな

どにつきましては、障害者のほうも来年度に向けて検討していき、できれば

お示しさせていただきたいと考えております。 

○岸会長    ありがとうございました。高齢者の方をお願いいたします。 

○平林係長   施設従事者に関係しましても、今、障害者のほうでお答えいただいたと

おり、こちらのほうで追跡調査をした結果、虐待と認定されたケースはなか

ったということで認識いただければと思います。 

○八杖委員   通報自体はたくさんあるという認識でよろしいでしょうか。 

○岸会長    障害者では通報相談があったということですが、高齢者ではいかがでし

ょうか。 

○平林係長   先ほど私が資料１－(３)で説明いたしましたが、苦情なのか虐待なのか

明確に分類できなかった相談は何件かございましたが、追跡調査をした結果、

虐待と認定されたケースはなかったという結論です。 

○岸会長    ありがとうございます。次年度に向けて通報相談件数も挙げていただき

ますと、よりわかりやすいかなと思いますので、ご検討よろしくお願いいた

します。 
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○八杖委員   今の件なのですけれども、私、幾つかの自治体で同じように虐待の対応

をさせていただいているのですが、やはり施設内虐待について虐待の認定が

ゼロというのは、極めて珍しいことなのではないかという認識を持っていま

す。他の自治体の状況を拝見しているといろいろな虐待があって、認定され

ていることが多いように思いますので、これは私の感覚でしかないのですけ

れども、ゼロということは拾い上げが十分ではないのではないかなと思いま

す。今後その点どうやって拾い上げていくのか、またどう認定していくのか、

さらなる検討、研究をぜひお願いしたいと思っております。 

○岸会長    今の八杖委員の発言に対して、どうやって拾い上げていくのかというと

ころも課題ではないかということですので、そちらもご検討いただけますで

しょうか。 

        ほかにご質問・ご意見いかがでしょうか。 

○西山委員   万世橋警察の西山と申します。この課題②の「ワンルームマンションタ

イプを４室確保」というところがあるのですけれども、これは非常にありが

たいことなのですけれども、これは緊急の場合に障害者を扱ったときも対応

していただけるのか。また、ここには介護士さんが常駐しているのか、どの

ぐらいの精神障害の方が対応してもらえるのか、その点についてちょっと教

えていただければと思います。 

○湯浅課長   こちらは３年の通過型のグループホームというものでございまして、基

本的にひとり暮らしに向けた自立のできる方を対象としています。ですので

日中につきましては、いろいろな就労支援事業所ですとか、そういったとこ

ろに通所されながら、夜だけこちらで自分の身の回りの世話をグループホー

ムの中でお手伝いいただくということでございます。こちらのグループホー

ムの中の世話人の方は、保健福祉士ですとか、そういった方がいらっしゃい

ます。ただ緊急的な措置ということでいえば、こういったところは自立をす

るグループホームですので、ショートステイですとか、そういったところと

はちょっと性質が違うものでございまして、緊急的対応というのは、基本的

にはちょっと難しいかなと考えてございます。 

○岸会長    よろしいでしょうか。でも今、お聞きしますとひとり暮らしで自立した

人というと、もっと緊急性の高い方への対応の施設が必要ではないかなとい

うところでは、えみふるさんをもう少し拡充するということを検討している
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ということでよろしいですか。 

        ほかにはいかがでしょうか。四宮先生、お願いいたします。 

○四宮委員   今のはいい案だと思います。えみふるさんに返事を聞いてみたらどうで

すか。 

○岸会長    えみふるさん、拡充をしていきたいという区の要望がございますが、済

みません、この場でちょっとご意向をお伺いできればと思います。 

○髙橋（道）委員 今、区の湯浅課長の方と相談をさせていただいておりまして、一応、

２床なのですけれども、部屋をつくれればいいかなと今、考えているところ

でございます。 

○岸会長    ２床ということで、いつごろとかはまだ決まっていないのですか。 

○髙橋（道）委員 一応、明日湯浅課長のほうもえみふるに来ていただいて、図面のほう

を引く手はずになっているところでございます。 

○岸会長    ぜひそちらのほうを進めていただくようお願いいたします。 

○湯浅課長   並行して進めているところではございますけれども、いろいろ諸手続が

ございまして、できる限りつくれるように努力していきたいと思いますが、

できない可能性もまだあるというところで、ご理解いただきたいと思います。 

○岸会長    図面まで引くのでぜひつくっていただきたいと思います。何とぞよろし

くお願いいたします。 

        ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。では、またご意見がご

ざいましたら、次、議事に入りますので、議事のときに言っていただければ

と思います。では、次第５の議事に入りたいと思います。最初に見守り隊・

見守り学習会について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

○小玉課長   それでは、資料３－(１)、１６ページ目からご覧いただけますでしょう

か。「平成２９年度見守り隊・見守り学習会評価」ということで、昨年度１

つ宿題をいただいておりました。平成２１年度から行っている高齢者あんし

ん生活見守り隊につきましての評価はどのような形になっているかというと

ころでございます。今回、自己評価と、平成２９年度から介護保険法の地域

支援事業に位置づけられたもので、生活支援体制整備事業というのがござい

ます。それは非常に似通っているということで、その関係につきまして説明

させていただければと思います。 

        １の「平成２９年度実績・成果点」というところでございます。まず
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(１)「千代田区高齢者あんしん生活見守り隊」運動の推進・人材育成という

ことで、現在見守り隊の普及啓発活動のために、ささえ愛まちづくり学習会、

旧地域別学習会と呼ばれておりましたが、そちらを実施しているところでご

ざいます。そこでさまざまな講演会であるとか、グループワークを行いまし

て、地域の皆様の発意による地域主体の高齢者あんしん生活見守り進めてい

るところです。 

        現在、見守り隊運動の普及啓発の協定先として具体的な協定を結んでお

りますのが、下記の５件になっています。 

        次の(２)の高齢者見守りキーホルダーの配布というところでございます

が、下の(３)の安心生活見守り台帳とも結びついてくるのですけれども、こ

の台帳の整備の一環で、高齢者見守りキーホルダーを配布しているところで

ございます。その結果、現状で３５０個の配布を行っているところです。 

        これは高齢者安心生活見守り台帳登録者の方で希望する方に、道に迷っ

たときであるとか、あるいは外出先で突然倒れたときなど、身元確認が必要

な場合にキーホルダーに記載された登録番号から氏名住所、緊急連絡先など

を通して、迅速に照会できるものでございます。今、手元にございますので、

神田と麹町でそれぞれ色分けしておりますが、こういったものだというとこ

ろ回覧いたしますので、ご覧いただければと思います。見守りの対策として

これが１つ。 

        あとは(３)安心生活見守り台帳の整備でございます。東日本大震災以降、

平成２３年度から６５歳以上の高齢者を対象に、任意で安心生活見守り台帳

を整備しています。３年に１回更新しているところでございまして、現在、

そういった形で区の方で募集をかけましたところ、登録したいと実際に登録

されている方が５，８９７名いらっしゃいます。千代田区の高齢者人口が約

１万１，０００人ほどですので、登録率としては半分強、５４％の方が登録

していただいているという状況です。 

        それと今、見守り隊・見守り学習会というところで、課題として認識し

ているところが２点ほどございます。まず１点目ですけれども、「固定化さ

れた住民参加について」というところです。現状の取り組みへの参加でござ

いますが、どうしても決まった住民の方になってしまうということがありま

す。今後といたしましては、新しい人材をどのように確保していくかという
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のが１つの課題でございまして、これについて取り組みの工夫を講じてまい

りたいと考えております。 

        裏面１７ページでございますが、２つ目の課題といたしましては、「地

域活動への参加方法について」です。学習会において「見守り活動に興味は

あるが、どのように活動に取り組めばいいかわからない」といった声が多く

挙がっております。そのような声もございますので、今後も参加の動機づけ

支援とともに、継続的に活動参加していける受け入れ体制を協議・整備して

いく必要があると考えております。 

        ３の「その他」でございますが、区ではさまざまな見守り支援をこのほ

かにも行っておりまして、それにつきましては緊急通報システムであるとか、

特殊詐欺対策の自動通話録音機の設置促進などを行っているところでござい

ます。 

        最後に「千代田区あんしん生活見守り隊運動」と「生活支援体制整備事

業」についての説明でございます。先ほどもお話しいたしましたが、本区で

は平成２１年度から千代田区安心生活見守り隊運動を実施しております。こ

れは地域の皆様の緩やかな見守りのもとで、高齢者の皆さんが住みなれた地

域で安全で安心して暮らせることができる環境づくりを目指しているところ

でございます。そういったところで活動しておりましたところ、平成２９年

度から国のほうが生活支援体制整備事業というものを考えました。高齢者が

住みなれた地域で自立して日常生活を送ることのできる地域社会の形成を目

的とするために、このような制度を考え出したわけです。 

        ということで高齢者あんしん生活見守り隊運動は、千代田区が国よりも

先駆的に、地域の互助・共助体制を推進するために取り組んできたものでご

ざいますが、国がこのような形で生活支援体制整備事業を整備してきたこと

から、今後は今まで私どもが行ってきた見守り隊運動と生活支援体制整備事

業の精査を行って、どちらからでも高齢者虐待の早期発見を含め、高齢者の

皆さんの見守りができる体制づくりを検討してまいりたいと考えております。 

        １８ページ目でございますが、今、お話しいたしました千代田区安心生

活見守り隊と生活支援体制整備事業を図解にしたものでございます。高齢者

安心生活見守り隊の構成はその図のとおりになってございまして、それぞれ

の役割、公共機関隊であるとか福祉関係機関隊であるとか介護事業者隊の役
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割につきましては、高齢者安心生活見守り隊というのはどんなものなのかも

含めて、本日お配りしておりますノックの手帳の２８ページ目から２９ペー

ジ目まで詳しく記載されているところでございます。 

        こちらノックの手帳の２９ページ目のところにございます高齢者虐待防

止ネットワークケース会議におきまして、基本的には虐待であるかどうかの

認定を行っているというわけでございます。 

        資料１８ページ目に戻っていただけますでしょうか。そのような活動を

行いながら、あとは国が地域支援整備事業の中で示してまいりました千代田

区生活支援体制整備事業とうまくマッチングをさせて、今後も千代田区の高

齢者の皆さんの見守り活動を進めていきたいというところでございます。 

        下の見守りキーホルダーのイメージ図におきましては、先ほど現物を回

覧させていただいております。そのようなもので高齢者の皆様の見守りをあ

わせて行っているというところで、引き続き普及を図ってまいりたいと考え

ております。 

        説明は以上でございます。 

○岸会長    ありがとうございます。ただいま見守り隊・見守り学習会についてご説

明いただきましたけれども、こちらは議事になっておりますので、ご質問も

そうですけれども、ご意見をお願いできればと思います。いかがでしょうか。 

        八杖委員、お願いいたします。 

○八杖委員   確か昨年度、私がちゃんと評価をしてほしいとお願いした記憶がござい

ます。大変ありがとうございます。それで今、見守り隊・見守り学習会の説

明をいただいたのですが、今回は虐待防止ネットワークの会議だと思うので

すけれども、今のご説明ですと見守り隊というのは虐待に限定されたわけで

はなくて、防災とかあるいは消費者被害とか、さまざまな千代田区内の高齢

者・障害者の皆さんの見守りをするというところが役割としてあるものだと

いうご説明だったかと思うのですが、虐待に限定してみた場合に、今まで見

守り隊から通報や相談があったとか、あるいは見守り隊にこちらからこうい

うフィードバックをしたとか、虐待に限定した場合の評価というものがある

のか、その点を少しわかる範囲で教えていただければと思います。 

○小玉課長   まさに今、八杖委員がおっしゃったとおり、この見守り隊というのは虐

待に限らず、さまざまな幅広い見守り行う、それは認知症の皆さんの見守り
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を地域の皆さんでやっていこうとか、そういったもので見守り隊活動という

のを行っているところです。ただ虐待につきまして、個別の事象があったか

というのは担当のほうから。 

○高山相談係長  見守り隊の中で医療関係機関隊というのがございますが、病院である

とか、または訪問看護ステーションさんからこういうケースが、病院では入

院中の高齢者がカーテンの中で、ぼこぼこに何かしているとか、医療ソーシ

ャルワーカーを通して私どものほうに連絡があったり、あとは訪問看護ステ

ーションも訪問はしているのだけれども、なかなか厳しい状態にあるよとい

う連絡をいただいたりしたこともございます。また、地域活動隊の中で、私

どもはセブンイレブンさんとも協定を結んでおりますが、セブンイレブンさ

んもいろいろと、千代田区の高齢者は意外とコンビニを使っております。き

ょう来たけれどもちょっと様子がおかしいであるとか、介護者と高齢者の様

子がおかしいとか、ちょっと気にしているというような連絡をいただいたり

したこともございました。そんな状況で皆さんから連絡をいただいておりま

す。 

○八杖委員   せっかくある見守り隊なので、今の話ですと確かに６つの隊に分かれて

いるのですね。恐らくそれぞれの隊で課題とか、あるいは今後どうしていっ

たらいいのかとか、いろいろアイデアが浮かんでくるところだろうと思いま

すので、せっかくここまで将来的には生活支援体制整備事業のほうにくっつ

くのかもしれませんけれども、整備してきたのであれば、皆さんがもっと役

割を認識して、あまり疲れることなく通報につながったりとか、相談しても

らったりとか、そんなことが自然にできてくるようになるといいなと思いま

す。引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

○岸会長    ほかにいかがでしょうか。この地域活動隊に民生児童委員さんも入って

おりますので、今日いらっしゃっている綿引さん、ご意見等ありましたらお

願いできればと思います。 

○綿引委員   民生委員としてというよりも、地元の町会のほうがよくかかわっている

のですね。私も町会の仕事もしておりますので、町会の福祉部とかそういう

方々と一緒に活動して、夏の見守りですとかそういうのは全部しております。

それで自分のところでは発展とかそういうのはないので、今のところ事例に

なるようなものは出ておりません。 
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○岸会長    ありがとうございます。自治会も含めて活動が展開されているというこ

とですね。 

        小田島委員さん、いかがでしょうか。 

○小田島委員  綿引さんとほとんど一緒なのですけれども、さっきも２人で話した安心

生活見守り台帳は、以前の災害時要支援者支援名簿を更新したものですね。

ちょっと違いますか。 

○岸会長    ありがとうございます。じゃあ、その確認でご説明をお願いします。 

○高山相談係長 安心生活見守り台帳というのは、これがベースになります。私どもも今

回、情報更新しましたら、６５歳以上の皆さんにこういう安心生活見守り台

帳に登録しませんか、または登録していた方には変更点はございませんかと、

それがベースになります。その中から要介護３以上であるとか、避難者行動

名簿と要支援者名簿の抜粋ですね、その安心生活見守り台帳からある程度の

災害時に救助すべき方の条件を抜粋してつくっております。 

○小玉課長   補足いたしますと、町会や民生児童委員の皆さんに見守っていただいて

いるのは、今、話があった災害時要支援者支援名簿です。安心生活見守り台

帳に登録された方から災害時要支援者である情報を抽出し、警察、消防、あ

るいは町会、民生児童委員、社会福祉協議会と情報を共有してもいいですか、

提供してもいいですかと伺って、いいですよと返事をいただいた方の分だけ

各機関に名簿にしてお渡ししています。 

○小田島委員  じゃあ、本人の理解はできているということですね。 

○岸会長    ほかにご意見等いかがでしょうか。こちらは議事事項になっております

ので。皆様の中で、公共機関隊、医療関係機関隊と隊に入っている方が、本

日の委員の方に多くいらっしゃいますが。警察も入っているようですがいか

がでしょうか。どのように関わってくださっているかとか、ちょっとご発言

いただいてもよろしいですか。 

○村野委員   発見したそのときはご連絡します。 

○岸会長    ありがとうございます。医療関係機関ということで、四宮先生、鈴木先

生、いかがでしょうか、この見守り隊については。 

○四宮委員   総論的には何も関わっていないです。診た患者さんとか、各論的には関

わっています。 

○岸会長    それはとても重要なところだと思います。鈴木委員、お願いいたします。 
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○鈴木委員   私も病院の外にあまり出ませんので、こういう形でどういうふうに事例

が挙がっていくのが、一般の生活者の方から、あるいは施設の中で障害者の

虐待、高齢者の虐待がどのように挙がっていくのかというのをちょっと知り

たくて勉強させていただく立場ですので、ちょっと総論的なことについては、

特に意見はありません。 

○岸会長    多分、実際に診療の場面とかで気になったときにご連絡いただくことが

とても医師会の先生方には大事ではないかなと思っております。ありがとう

ございます。 

        ほかにご意見いかがでしょうか。ちょっと私からなのですけれども、他

の自治体でもこのように安心生活見守り台帳に登録すると登録したい人はい

いのですけれども、登録したくない人の中に非常に孤立した方がいらっしゃ

います。このように大体登録しようとすると６割ぐらいは登録するのだけれ

ども、残りの４割の中に非常にリスクの高い方がいらっしゃるので、むしろ

登録を何年働きかけてもしないという方に、もうちょっと地域で見守る必要

があるのではないかという意見も自治体から聞くのですけれども、その点に

ついてはいかがでしょうか。今後そのようなこともご配慮いただくことは計

画しておりますでしょうか。 

○小玉課長   ただいまご指摘のとおり、地域で埋もれているハイリスク高齢者という

方は確かにいらっしゃって、それにつきましては、現状では町会の皆様であ

るとか、今日お越しの民生児童委員の皆様であるとか、社会福祉協議会であ

るとか、あるいは今日両あんしんセンターが来られていますけれども、現在、

相互に連絡を取り合いながら行っているところです。比較的千代田区の場合

は、その中で情報は共有されているところかと考えております。ただその中

でもやはり中には埋もれていてなかなか周囲から見出せられていない方もい

らっしゃるのは委員長ご指摘の通りで、解決は非常に大きな課題であるかな

と認識しております。 

        現在、さまざまな地域を構成する皆様、まさに、説明いたしました高齢

者安心生活見守り隊等が中心となった地域の見守りや、さらに生活支援体制

整備事業で、生活支援コーディネーターが、２９年度からさらに加わってい

るところですので、相互に知恵を出し合いながら地域包括ケアシステムの実

現のため、皆さんで対応を考えていきたいと思います。 
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○岸会長    ありがとうございます。千代田区さんは先駆的に進めてくださっており

ますので、見守り体制をさらに強化していただければと思います。 

        ほかに皆さんからご意見はよろしいでしょうか。では、次に進めさせて

いただきます。議事の最後になりますが、事例検討を行いたいと思います。 

 

             （以下、事例検討のため省略） 

 

 

〇岸会長    それでは、以上で本日の議事が全て終了いたしました。皆様から何かご

意見が追加としてございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

        では、議事がこれで終了いたしましたので、事務局の方に進行をお返し

したいと思います。また事務局より補足、連絡事項がありましたらお願いい

たします。 

○小玉課長   皆様、本日は活発なご議論をいただきまして、誠にありがとうございま

す。今後の予定でございますが、冒頭でもご説明差し上げましたとおり、会

議録の案ができましたら皆様にお送りいたしまして、内容を確認していただ

きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。また審議すべき

課題が発生した場合には、改めて推進会議を開催したいと考えております。

その際にはご連絡させていただきますので、ご協力をお願いいたします。 

       以上をもちまして本日の議事を終了いたします。どうもありがとうござい

ました。 

〈閉会〉 

   


